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第三回 地球環 境問題 講演会

5 月 17 日 (月 )15： 00 よ り 、糸 長 浩 司 氏 (日 本 大 学 生 物 資 源 科 学 部 教 授 )を 講 師 に お 迎 え

し 「 低 炭 素 時 代 の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り ・ ま ち づ く り 」 と 題 し た 講 演 会 を 開 催 し ま し た 。

日 本 は 20 20 年 に 、温 室 効 果 ガ ス を 2 5％ 削 減 す る と い う 目 標 に 向 け て 動 き 出 し て い ま す 。

目 標 の 達 成 に 向 け て 個 人 個 人 の 努 力 だ け で な く 地 域 や コ ミ ュ ニ テ ィ ぐ る み で の 取 り 組 み が

必 要 と さ れ て い ま す 。こ う し た 取 り 組 み の ヒ ン ト と な る コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り や ま ち づ く り 、

ま た 最 近 国 内 外 で 話 題 の エ コ ビ レ ッ ジ な ど に つ い て 、 事 例 を 交 え て の お 話 を 伺 い ま し た 。

( 1 ) 産 業 革 命 以 降 石 油 に 依 存 し て き た 経 済 産 業 社 会 は 行 き 詰 ま っ て き て お り 、エ ネ ル ギ ー

資 源 と か 、 そ の 他 の 資 源 の 限 界 量 を 考 え る と 、 今 の 石 油 依 存 型 社 会 シ ス テ ム か ら 脱 石 油

型 シ ス テ ム に 乗 り 換 え る 必 要 が あ る 。

( 2 ) 生 き 物 と の 共 生 、 地 球 の 生 態 系 そ の も の の 持 続 性 が 重 要 。

( 3 ) 大 規 模 で な く 適 正 な 管 理 が で き る 中 、小 規 模 で 、

身 近 な と こ ろ で 農 業 も 取 り 入 れ た 循 環 シ ス テ ム

の 低 炭 素 型 の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り が 求 め ら れ る 。

( 4 ) 10 年 と い わ ず 、10 0 年 先 ま で 考 え た 持 続 可 能 な

都 市 計 画 が 必 要 。

平 塚 は 農 、 工 、 商 、 住 が 混 在 し た 街 。 生 活 者 と し て

の 人 間 の 基 本 的 な ニ ー ズ を 身 近 な 領 域 で 確 保 し 、 低

炭 素 型 の 、 お 互 い に 共 同 で き る コ ミ ュ ニ テ ィ を 作 れ

る 可 能 性 を 持 っ た 街 だ と 確 信 し ま し た 。

エネルギ ーサロ ン

６ 月 ２ ６ 日（ 土 ）14： 00よ り 、上 岡 直 見 氏（ 環 境 自 治 体 会 議 環 境 政 策 研 究 所 ）を 講 師 に

迎 え て「 自 治 体 に お け る 交 通 CO 2削 減 と そ の 効 果 」と 題 し た 講 演 会 を み か ん や で 行 い ま し た 。

講 演 概 要

（ １ ）交 通 部 門 で の CO 2排 出 量 は 、６ つ の 要 因 に よ っ て 決 ま る 。１ つ の 要 因 だ け 、例 え ば

「 自 動 車 の 燃 費 」 だ け に 対 策 を 絞 っ て し ま う と 、 ｢エ コ カ ー 以 外 の 車 の 販 売 禁 止 ｣な ど 無 理

な 政 策 が 必 要 に な っ て し ま う 。 各 要 因 に 対 し て バ ラ ン ス よ く 対 策 す る こ と が 必 要 。

（ ２ ） 平 塚 市 の 交 通 の 現 状 を 分 析 す る と 、 市 内 の 通 勤 手 段 を 乗 用 車 か ら 公 共 交 通 に 誘 導

す る こ と が 、交 通 CO 2対 策 と し て も っ と も 効 果 が 大 き い 。ど の よ う に 公 共 交 通 の 利 便 性 を 改

善 す る と ど れ だ け CO 2削 減 が で き る か 、 と い う 計 算 が 可 能 （ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実 演 ） 。

（ ３ ） た だ し 交 通 は 社 会 の セ ー フ テ ィ ー ネ ッ ト の 1つ で あ る か ら 、 CO 2対 策 だ け で 交 通 政

策 を 決 め て は い け な い 。ま た 人 口 減 少 社 会 の 下 で も 地 域 経 済 を 活 性 化 さ せ る CO 2対 策 も あ る

し 、 逆 に 高 速 道 路 無 料 化 の よ う に 環 境 に 悪 影 響 が あ る の に 経 済 に ほ と ん ど 効 果 の な い 政 策

も あ る （ 産 業 連 関 分 析 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実 演 ） 。 環 境 ・ 経 済 ・ 社 会 へ の 影 響 を バ ラ ン ス よ

く 考 え た 交 通 政 策 が 重 要 。

講 演 後 、 参 加 者 か ら は 活 発 な 発 言 が あ り 、 多 く の 議 論 が 行 わ れ ま し た 。

次 回 の エ ネ ル ギ ー サ ロ ン

7 月 13 日 (火 ) 10： 00～ 12： 00 下 水 処 理 場 見 学

14： 00～ 16： 00 み か ん や に て 小 水 力 発 電 の 講 演



夏至には、キャンドルナイトを開催

6 月 21 日。「第 1 回キャンドルナイト」の

開催です。

電気に頼らず、CO2 削減と省エネを意識しな

がら、ともしびの中、ひとときの夜を過ごし

てみませんかと呼びかけた企画です。

この日は夏至。日の長さを見送るようにキ

ャンドルに明かりを燈していきます。その頃

には、ウエルカムドリンクで迎えたみなさん

でカフェは満席となりました。お互いの会話

が弾む中、外の様子は夕闇に包まれ、キャン

ドルのともしびが静かに揺れています。ステ

ンドグラスのキャンドルも、色とりどりに囲

まれた器のキャンドルも美しくゆらめいてい

ます。

その雰囲気に溶けこむような朗読の始まり。

読まれていく言葉の流れに全員が聞き入って

います。続くハーモニカの演奏。思わず口ず

さむ声に、なごやかな時間が流れていきます。

初めてのキャンドルナイト。みなさんの善意

と協力に支えられ成功しました。

これから毎月 21 日は「キャンドルナイト」

開催日としま

す。心に残る

楽しいナイト

にと、努力し

ます。ちょっ

とのぞいてく

ださい。

ひらつか環境フェア

(7 月 22 日～27 日 市民プラザ)

ひらつかエネルギーカフェ「夏休 み、親子

で楽しくキャ ンドル作り」 を行います。

日時 7 月 22 日、 26 日

総会をおえて

5 月 17 日（月）に第 3 回通常総会を行いま

した。この 2 年間の実績や反省を踏まえた意

見や質問が出され、今年度の活動へのはずみ

になりました。

2010 年度においては、省エネをはじめ太陽

光発電や熱利用などのエネルギー相談件数ア

ップにむけた取組み、平塚市における環境政

策（温暖化防止分野）に対する提案づくりを

中心課題としており、具体的に動きだしてい

ます。

2010 年度は、毎週日曜日にエネルギー相談

日を設定し、新聞折込チラシで広報しました。

また、ひらつか広報でも取り上げてもらいま

した。今後、いっそう、ひらつか環境フェア

や市民センターまつりなどの場で広げていく

必要があります。

また、定例のエネルギーサロンの開催や毎

月 21 日をキャンドルナイトで楽しむ企画や

ソーラークッキング教室の企画も動き出しま

した。ご都合をつけて、エネルギーカフェに

足を運んでください。

みかんやソーラークッキング教室(晴れ

た日はソーラークッキング)を始めます

「いつもの料 理を、おひさまでつくろう」

日時 7 月 14 日 10： 30～

場所 みかんや

参加費 1000 円 (お茶付き )

メニュー 炊き込みご飯他

曇り、雨の場合 工作教室

（例えば、ガス台マットでつくるお手軽

ソーラークッカー）

ソーラークッキング教室今後の予定

第 2 回 8 月 4 日 (エネルギーカフェ設立 3

周年記念 )、 第 3 回 9 月 8 日、

第 4 回 10 月 13 日、 第 5 回 11 月 10 日、

第 6 回 12 月 8 日


